
授業科目名 担当講師名 対象学年 

コミュニケーション技術Ⅰ 山名 真由美 ２年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日    時限 

講義 １（40） ２年生教室 通年 不定期   不定期 

実務経験 本科目は、手話通訳士として実務経験のある教員による講義。 

授業のキーワード 聴覚障害者、コミュニケーション、手話、言語、ろう者 

到達目標及び及び 
事前学習 

聴覚障害の種類や原因、ことばの発達と聞こえ、手話のコミュニケーション方法な

ど聴覚障害についての基礎を学習する。 

１ 聴覚障害とは 手話の意義 

２ 非言語的コミュニケーションとは 

３ 伝えあってみましょう 

４ 名前を紹介しましょう 指文字について 

５ 家族を紹介しましょう 

６ 数を使って話しましょう 

７ 趣味について話しましょう 

８ 仕事について話しましょう 

９ 住所を紹介しましょう 

１０ 一日のことを話しましょう 

１１ 一か月のことを話しましょう 

１２ パーティーのことを話しましょう 

１３ 旅行のことを話しましょう 

１４ 病院のことを話しましょう 

１５ 学校のことを話しましょう 

１６ 職場のことを話しましょう 

１７ 手話コーラス 

    １８   〃 

１９ 手話でスピーチをしましょう 

２０ ろう者とのフリーディスカッション 

２１ 実技試験 

履修上の要件  

テキスト、教材、 
参考書 

「手話を学ぼう 手話で話そう」  （全国手話研修センター）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

使用機器等  

成績評価の方法 筆記・実技試験 

備考  



 


